
昭
和
司・
百
年
に
お
け
る
国
語
学
界
の
展
望

文

法

五日ヲムロ
史

ー
国

(
近

わ
た
く
し
の
読
み
か
た
が 、

や
や
か
た
よ
っ
て
い
た
せ
い
か
も
し
れ
な
い

が 、
こ
の
二
年
間
の
「
中
世
以
降
の
文
法
史
研
究」
で
は 、
待
渇
表
現
悶
係
の

研
究
が 、
も
っ
と
も
印
象
に
残
っ
て
レ
る 。

お
お
ざ
っ

ぱ
に 、
時
代
順
に
あ
げ
て
み
る
と 、
ま
ず 、
山
崎
久
之
氏
の
「
宝

町
時
代
の
待
遇
夫
現
の
記
述
的
研
究

||
古
本
能
托
言
集
に
つ
い
て」
(『
群
馬

大
学
紀
要
叩
』
昭
お
・
7
・
1)
が
あ
る 。
江
戸
時
代
の
待
遇
表
現
を 、
人
称

代
名
詞
の
待
遇
意
識
に
よ
っ
て 、
つ
ぎ
つ
ま
と
体
系
化
し
て
き
た
山
崎
氏
の
待

遇
表
現
研
究
の
ア
ミ

が 、
い
よ
い
よ
宗門
町
時
代
に
の
び
て
来
た
わ
け
で
あ
る 。

こ
の
論
文
に
お
い
て
も 、
そ
の
中
心
ば 、
や
は
り 、
人
称
代
名
詞
の
敬
意
の
段

階
づ
け
と 、
そ
れ
に
よ
る
待
遇
表
現
令]
体
の
段
階
づ
け
と
で
あ
る 。
研
究
方
法

が 、
ほ
ぽ
一
貫
し
て
い
る
た
め 、
山
崎
氏
の
江
戸
時
代
語
に
お
け
る
労
作
を 、

合
わ
せ
て
見
た
と
き 、
こ
の
時
代
の 、
ま
た 、
能
狂
言
の 、
待
遇
表
現
の
特
徴

が 、
顕
暑
に
浮
き
ぼ
り
に
さ
れ
て
く
る 。
同
じ
く 、
中
世
敬
語
を
扱
っ
た
も
の

に 、
北
村
旬
子
氏
「
中
世
敬混同
の
一
担J
察

||
「
ま
す」
の
源
流
に
つ
い
て」

(
京
都
女
子
大
『
女
子
大
国
文
円
』
昭
お
・

日)
が
あ
る 。
近
代
語
の
敬
語
助

動
剖
「
ま
す」
の
成
立
説
を 、
実
訂
的
に
再
検
討
し
た
も
の
で 、
「
ま
い
ら
す」

か
ら
「
ま
ら
す」
に
移
る
さ
い 、
「
申
す」
が 、

ど
の
よ
う

に
影
響
し
た
か
に

つ
い
て 、
い
か
に
も
卒
業
諭
文
ら
し
く 、
資
料
に
し
た
が
っ
て 、
着
実
に
論
託

を
進
め
て
し
る 。
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代

田

章

夫

中

穐
回
定
樹
氏
の
「
致
す・
仕
る
の
交
渉」
(『
国
語
国
文
』
羽
ノ
4 、
昭
お
・

4)
は 、
狂
言
に
み
ら
れ
る
「
仕
る」
が 、
「
致
す」
よ
り
も
高
い
敬
意
を
も

ち 、
さ
ら
に 、
そ
の
使
用
場
面
が
観
客
を
聞
き
手
と
す
る
場
面
に
限
ら
れ
て
い

る
点
に
注
同
し 、
こ
の
二
つ
の
敬
譲
動
詞
の
交
渉
を 、
院
政・
鎌
倉
期
ま
で
さ

か
の
ぼ
っ
て
論
証
し
た
も
の 。
一
冗
来 、
漢
文
訓
読
体
の
用
語
で
あ
っ
た
「
致
す」

が 、
中
世
に
至
っ
て-
話
し
こ
と
ば
に
用
い
ら
れ
る
よ
う

に
な
り 、

「
仕
る」
と

交
渉
を
も
つ
よ
う

に
な
っ
た
経
緯
を 、
待
遇
意
識
を
分
析
し
つ
つ 、
明
ら
か
に

し
て
い
る 。

近
世
話
に
は
い
る
と
山
崎
久
之
氏
に
「
謙
譲
語
の
研
究

||
江
戸
前
期
上
方

語
を
中
心
と
し
て」
(『
群
馬
大
学
紀
要
9

』
昭
お
・
6)
と
「
お
ま
へ
・

あ
な

た
の
発
生
は
待
遇
衣
現
体
系
に
ど
ん
な
影
響
を
与
え
た
か」
(『
国
語
学
必
』
昭

ぉ
・
6)
の
ご
編
が
あ
る 。
前
者
は 、
複
雑
な
様
相
を
示
し
て
い
る
元
機
期
の

待
遇
表
現
の
中
か
ら
謙
譲
語
を
と
り
あ
げ 、
そ
の
用
法
と
敬
語
意
識
を
詳
細
に

分
析
し
て 、
こ
の
時
期
の
謙
譲
表
現
を
体
系
づ
け
た
も
の 。
後
者
は 、
中
世
か

ら
近
世
(
上
方
語)
に
か
け
て
の
待
遇
衣
現
の
体
系
が 、

近
世
前
期
の
「
お

前・
こ
な
様」
の
発
生 、
後
期
の
「
あ
な
た」
の
発
生
に
よ
っ
て 、
組
か
え
ら

れ
た
あ
り
さ
ま
を
明
ら
か
に
し 、
新
し
い
対
称
代
名
詞
の
発
生
よ
っ
て
生
じ
る

待
遇
表
現
体
系
の
変
容
を 、
五
つ
類
型
に
整
訓比
し
た
も
の 。
前
田
勇
氏
の
「
京

阪
の
「
で
す」
傑
準
語
移
入
説」
(『
国
語
国
文』
却
ノ
4 、
昭
お・
4)
お
よ
び

「
近
世
上
方
語
「
で
え
す」
に
つ
い
て」
(『
盟
諸
国
文』
却
ノ
口 、
昭
お
・

日)

は 、
と
も
に
近
世
敬
語
史
上 、
し
ば
し
ば
問
題
に
な
る
助
動
詞
「
で
す」
の
語



法

史
を
説
い
た
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る 。
前
者
は 、
京
阪
活
の
敬
語
助
動
詞
デ

ス
に
つ
レ
て
の
島
田
勇
雄
氏
の
土
着
説
に
対
す
る
反
論
で
あ
り 、
近
世と
方
議

の
「
テ
エ
ス」
を 、
そ
の
ま
ま
現
代
京
阪
語
の
「
テ
ス」
に
結
び
つ
つ
け
る
こ

と
の
危
険
性
を
説
い
た
も
の 。
後
者
は 、
い
わ
ば 、
そ
の
論
証
と
い
っ
た
か
た

ち
で 、
近
世
と

方
議
の
「
デ
エ
ス」
の
発
生
を
享
保
期 、
消
滅
を
文
化
期
と
推

定
し 、
そ
の
問
の
用
例
を 、
意
味・
用
法・
使
用
階
回日
な
ど
の一聞
か
ら 、
こ
ま

か
く
分
析
し
た
も
の
で
あ
る 。
さ
ら
に
こ
の
時
期
の
噺
本
に
み
ら
れ
る
「
デ

ス」
に
つ
い
て
も
言
及
し 、
こ
の
「
テ
ス」
は 、
狂
言
な
ど
に
み
え
る
「
デ

ス」
の
伝
作
で
は
な
い
か
と
推
定
し
て
い
る 。
閉
じ
く 、

近
世
の
「
テ
ス」
に

つ
い
て
論
じ
た
も
の
に 、
鈴
木
勝
忠
氏
の
「
雑
俳
ノ
l
ト

『
で
す』」
(『
国
語

と
国
文
学』
幻
ノ
9 、
昭
お
・
9)
が
あ
る 。
雑
俳
に
み
ら
れ
る
「
で
す」
の

用
例
を
整
理・
倹
討
し
た
う
え
で 、
そ
の
性
格
を 、
使
用
者
府・
基
本
訴
形・

活
用・
接
続・
敬
意
の
諸
点
か
ら
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
前
述
の
前
田
氏
の
論

文
と一
し
ょ

に
読
む
と 、
狂
言
記
に
は
じ
ま
る
こ
の
語
の
語
史
と 、
そ
の
待
遇

表
現
史
上
の
位
置
と
が 、
か
な
り
は
っ
きり
と
ら
え
ら
れ
て
く
る 。
し
か
し、

な
お 、
中
村
通
夫
氏
の
説
か
れ
た
「
近世
後
期
江
戸
請に
は
じ
ま
る
現代
語
的

な
デ
ス
と 、
そ
れ
以
前
の
テ
ス
と
の
聞
の
断
層
の
問
題」
は 、
ま
だ
ま
だ
尾
を

ひ
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か 。

真
下
三
郎
氏
の
「
遊
女
語
『ん
す』
の
発
生
に
つ
い
て

||一
つ
の
仮
説」

(『
国
文
学
孜
お
』
昭
お
・
5)
も 、
敬
語
助
動
詞
の
語
史
を
説
い
た
も
の
で

あ
る 。
近
世
遊
女
語
の
待
遇
表
現
に
重
要
な
位
置
を
占
め
る
「
ん
す」
が 、
遊

女
ば
か
り
で
な
く 、

近
位
初
期
に
は 、
芝
居
の 、
特
に
若
衆
連
中
の
間
に
も

用

い
ら
れ
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か 、
と
い
う
侭
説
に
立
っ
て 、
そ
の
発
生
を

慶
長
の
は
じ
め
ご
ろ
と
推
定
し
て
い
る 。
さ
ら
に
若
衆
歌
舞
伎
の
廃
絶
と
と
も

に 、
こ
の
語
が
遊
女
専
用
の
も
の
と
な
り 、

近
世
後
期
の
江
戸
吉
原
に
み
ら
れ

る
よ
う

に 、
い
わ
ゆ
る
「
さ
と
こ
と
ば」
の一
種
と
な
っ
た
過
程
が
あ
き
ら
か

に
さ
れ
て
い
る 。
岸
田
武
夫
氏
「
近
世
話
の
系
譜
つ
二

ll pコ
ザ
リ
7
ス
・
ゴ

ザ
リ
ヤ
ス
の
系
譜」
(『
京
都
学
芸
大
学
紀
要
日
』
昭
お
・
3
・

お)
は 、
近
世

文

五四
全
般
に
み
ら
れ
る
「
ゴ
サ
リ
7
ス
系
統
の
語
群」
と
「
ゴ
ザ
リ
ヤ
ス
系
統
の

語
群」
と
を 、
数
多
く
の
用
例
か
ら
登
理
し 、
そ
れ
ぞ
れ
の
語
の
用
法
と 、
そ

の
系
譜
を
説
い
た
も
の 。
き
わ
め
て
複
雑
な
様
相
を
示
し
て
い
る 、
こ
の
敬
語

助
動
詞
の
語
形
を 、
一
つ一
つ
体
系
の
中
に
位
置
づ
け
た
手
ぎ
わ
は 、
あ
ざ
や

か
で
あ
る 。

さ
て 、
つ
ぎ
に 、
江
戸
語
の
待
遇
表
現
で
は 、
小
松
寿
雄
氏
の
「
人
情
本
の

待
遇
表
現」(『
国
語
と
国
文
学』
お
ノ
4 、
昭
お
・
4)
が
あ
る 。
こ
れ
は 、
人

情
本
に
よ
っ
て 、
天
保
期以
降
の
江
戸
語
の
待
遇
表
現
を
論
じ
た
も
の
で
あ

る 。
内
容
は 、
五
節
に
わ
か
れ 、
ま
ず
「
概
説」
で
は 、
人
情
本
の
待
遇
表
現

を
「
ク
タ
ク
シ
段
階」
「
ワ
タ
シ
段
階」
「
オ
レ
・

オ
イ
ラ
段
階」
の
三
段
階
に

体
系
づ
け 、
さ
ら
に
上
級
町
人
の
女
性
や
芸
妓
の
待
遇
表
現
の
体
系
上
の
特
色

を
記
述
し
て
い
る 。
あ
と
に
人
称
代
名
詞・
接
頭
辞・「
お」
な
ど
の
各
論
が
続

き 、
敬
語
動
詞・
敬
語
助
動
詞
の
研
究
に
は
い
る 。
こ
こ
で
は
「
ナ
サ
ル」
の

連
用
形
「
ナ
サ
ァ」
と
「
ナ
ス
ツ」

の
問
に
敬
意
の
差
が
あ
る
こ
と
を
説
い
た

点
と 、
敬
体
表
現
の
様
相を
現
代
語
と
の
比
較
に
お
い
て
と
ら
え
た
あ
た
り
に

注
目
す
べ
き
論
が
見
ら
れ
る 。
日収
後
に
命
令
表
現
形
式
の
も
つ
敬
意
の
度
合
い

を
詳
述
し 、
命
令
の
強
弱
と
敬
意
の
高
低
と
の
か
ら
み
合
い
を
手
ぎ
わ
よ
く

処

理
し
て
い
る 。
江
戸
語
待
遇
L仏
現
の
体
系
的
な
研
究
と
し
て 、
意
欲
的
な
も
の

で
あ
る 。

や
や 、
お
も
む
き
の
同時
な
る
も
の
こ 、

生
野
正
興
氏
「
芭
蕉
が
用
い
た
『
閲

ゆ』
の
異
例
的
用
法
に
つ
い
て」
(『
国
文
学
孜
幻
』
昭
お
・
5) 、
堀
章
男
氏

「
商
鶴
の
敬
語
表
現に
つ
い
て
の一
試
論

||好
色五
人
女
を
対
象
と
し
て」

(『
近
代
文
芸
稿
3

』
昭
お
・
9)
の
二一
編
が
あ
っ
た 。
前
者
は
芭
蕉
の
紀
行

文・
発
句・
連
句・
書
簡
に
み
ら
れ
る
「
関
ゆし
の
用
法
を
調べ 、
「
異
例
的

な
用
法」
を
指
摘
し
た
も
の 。
謙
譲
認
と
し
て
の
用
法
が
全
く
な
く 、
す
べ
て

軽
い
敬
意
の
表
現
で
あ
り 、
ま
た
書
簡
文
に
は
「
手
紙
で
い
っ
て
よ
こ
す」
の

意
の
尊
敬
表
現
が
み
ら
れ
る
な
ど
を
論
じ
て
い
る 。
後
者
は 、
西
鶴
の
敬
語
表

現を、
文
章・
作品
の
絞
述
態
度
と
結
び
つ
け
て
追
究
し
た
も
の
で
あ
る 。
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明
治
時
代
以
降
で
は、
石坂正
蔵
氏の
「
敬
語
と
現
代
文
学」(『
国
語
と
国

文
学』
犯
ノ
7 、
昭
お
・
7)
が
注
目
さ
れ
る 。
明
治
以
降
の
文
学
作
品
に
つ

い
て
「
作
品
の
主
題
や
そ
の
展
開
に 、
敬
語
の
問
題
が 、
一
つ
の
役
割
を
持
た

ぜ
ら
れ
て
い
る
場
合」
が
あ
る
こ
と
を
実
例
に
よ
っ
て
説
さ 、
こ
の
よ
う
な
敬

語
の
意
識
的
な
取
り
あ
げ
を
別
解
す
る
こ
と
は
文
学
作
品
の
期
解
に
必
要
な
ば

か
り
で
な
く、
敬
語
意
識・
敬
語
事
実
を
知
る
手
が
か
り
と
も
な
る
こ
と
を
論

じ
て
い
る 。

以
上
の
ほ
か
昭
お
・
l

に 、
雑
誌
『
国
文
学』
(
学
灯
社)
が 、
「
敬
語
法
の

総
合
探
究」
を
特
集
し
て
レ
る 。
こ
れ
に
収
め
ら
れ
た
も
の
の
う
ち 、
中
世
以

降
を
扱
っ

た
も
の
を、

つ

ぎ
に
挙
げ
る
。

渇
沢
幸
吉
郎
氏
「
敬
語
法
の
時
代
的

発
展
」
・

塚
原
鉄
雄
氏
「
欽
倉
・

室
町
時
代
の
敬
語
」
・

田
中
章
夫
「
江
戸
時
代

の
敬
語
」
・

辻
村
敏
樹
氏
「
明
治
時
代
以
降
の
敬
語
」
・

福
島
邦
道
氏
「
謡
闘
に

お
け
る
検
語
」
・

古
川
久
氏
「
狂
言
に
お
け
る
敬
語
」
・

島
田
勇
雄
氏
「
近
松
に

お
け
る
敬
語
」・
杉
木
つ
と
む
氏
「
丙
鶴
に
お
け
る
敬
語」
・

問良一
氏「
近
代

小
説
に
お
け
る
敬
沼」

敬
語
を
は
な
れ
て
文
法・
示
現
の
問
題
を
巾人
的
に
論
じ
た
も
の
に
は 、
ま

ず 、
阪
合
篤
義
氏
の
「
文
法
史
に
つ
い
て

||
疑
問
表
現
の
変
遷
を一
例
と
し

て」
(『
国
語
と
国
文
学』
お
ノ
山 、
昭
お
・

叩)
が
あ
る 。
「
名
特
定
共
時
態

を
た
だ
し
く
説
く
た
め
に
は 、
そ
れ
に
先
だ
っ
て 、
ま
ず 、
あ
り

得
る
日
本
語

の
文
法
範
鴎
を
綜
合
的
に
繋
閉山
し
て 、
体
系
づ
け
て
お
く
こ
と
が
必
要
な
の
で

あ
る 。
こ
こ
に
お
レ
て
考
え
ら
れ
る
機
能
範
鳴
が 、
ひ
と
つ
の
肢
史
的
な
世
界

に
お
い
て
形
態
と
し
て
顕
化
化
さ
れ
る
状
態
を 、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
定
共
時
態
に

つ
い
て
な
が
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
通
時
的
脅
察
は
可
能
に
な
る」
と

文
法
の
史
的
研
究
の
あ
り
か
た
を
説
き 、
そ
の一
例
と
し
て
疑
問
表
現
に
み
ら

れ
る
古
代
語
か
ら
近
代
語へ
の
変
遷
の
す
が
た
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る 。
係
助

詞
を
中
心
と
す
る
古
代
語
的
な
疑
問
表
現
体
系
が 、
終
助
詞
に
よ
る
近
代
語
的

な
休
系
に
移
行
す
る
と
と
も
に 、
疑
問
表
現
の
表
現
内
容
に
も
変
化
が
み
ら
れ

る
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
て
い
る 。

時
代
版
に 、
中
世
語
の
語
法
研
究
か
ら
み
て
い
く
と 、
大
塚
光
信
氏
「ベ
シ

と
7
イ」
(『
国
語
国
文』
却
ノ
7 、
昭
お
・
7) 、
林
田
明
氏
「
皮
清
本
に
見

え
る
助
動
詞
『
ま
い』」(『
試
論
5

』
昭
お
・
9)
の
二
編
が
あ
げ
ら
れ
る 。
大

塚
氏
の
は 、
抄
物
を
中
心
に
種
々
の
中
世
語
資
料
に
み
え
る
「ベ
γ」
と
「
7

イ」
の
用
例
か
ら 、
こ
の
二
つ
の
助
動
詞
の
性
格
を
明
ら
か
に
し 、
さ
ら
に
抄

物・
ヰ
リ
γ
タ
ン
資
料
の
資
料
性
に
言
及
し
た
も
の 。
一
方 、
林
田
氏
の
は 、

時
清
本
の
「
7
イ」
の
用
例
を
刻
明
に
分
析
し 、
肯
定
的
な
意
映
を
も
っ
「
7

イ
」

の
存
在
を
指
摘
し
て
、

こ
う
し
た
用
法
の
生
じ
る
要
因
を
考
察
し
た
も
の

で
あ
る 。
肯
定
的
意
味
を
表
わ
す
否
定
表
現
形
式
に
つ
い
て
広
く
検
討
し
て 、

こ
の
よ
う
な
「
7

イ
」

の
妥
当
性
を
論
証
し、

さ
ら
に
現
代
方
言
に
も、

こ
の

穫
の
「
7
イ」
が
存
主
す
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る 。

中
世
米
か
ら
近
世
初
頭
に
か
け
て
の
東
国
語
(
関
東
方一
言)
に
つ
い
て
力
の

こ
もっ
た
三
つ
の
研
究
が
出
た 。
そ
の一
つ
は
鈴
木
博
氏
の
「
ロ
ド
リ
ゲ
ス
日

本
大
文
典
の
関
東
方
言
の
条
に
関
し
て」
(『
国
語
学
必
』
昭
お
・
6)
で
あ

る 。
こ
れ
は 、
口
木
大
文
典
の
「
関
東
方
言
の
動
詞 .の
活
用」
に
つ
レ
て
の
記

述
を 、
雑
兵
物
議
な
ど
東
国
語
資
料
に
み
ら
れ
る
実
例
に
よ
っ
て
検
討
し 、
ロ

ド
リ
ゲ
ス
の
記
述
の
問
題
点
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る 。

外
山
妙 一
次
氏
が
東
国
語
で
書
か
れ
た
近
世
初
頭
の
抄
物
に
よ
っ
て 、
二
つ
の

論
文
を
書
い
て
い
る 。
「
足
利
学
校
蔵・
人
天
眼
目
抄
と
そ
の
国
語」
(『
国
語

と
国
文
学』
幻
ノ
ロ 、
昭
お
-

U) 、
こ
れ
は 、
単
な
る
資
料
の
紹
介
で
は
な

く 、
こ
の
時
期
の一
計
の
東
同
語
資
料
と
比
較
し
つ
つ 、
人
天
眼
目
抄
に
み
ら

れ
る
助
動
詞
「
ダ」
「
ヨ
ウ」
の
性
絡 、
さ
ら
に
ハ
行
四
段
動
詞
述
用
形
の
促

背
鋭
化
な
ど
に
つ
レ
て
詳
細
に
論
じ
た
も
の
で
あ
る 。
も
う一

つ
は
「
洞
門
抄

物
に
見
え
る
助
動
詞
『
ヨ
ウ』
に
い
て」
有
国
語
学
日間』
昭
お
・
9)
で
あ
る 。

こ
こ
で
は
い仰
宗
無
門
間
紗
・

巨
小向
代
紗
・

大
洲
代
紗
・

大
洲
和
尚
再
吟
・
一一
尚
間

代
紗
の
四
穫
の
抄
物
を
資
料
と
し
て 、
「
ヨ
ウ」
が 、
四
民
活
用
に
つ
く
「
ウ」
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法

に
対立す
る
ものと
して
意
識さ
れ 、
文
法
上
も
「ウ」
に
対する
「ヨ
ウ」

と
して
確
立して
きた
過
程を
論じてレ
る 。

つ
ぎに
近
世
上
方
語で
は
前田
勇
氏
一『ずに』
『ずと』
の
接
点を
求め

て」(大
阪
学芸
大
『学大
国
文3』
昭お・
2)
が
ある 。
大阪弁の
「
①

刊十よ
行か
ン
ト 、

お
く
れ
る 。
②勉強
もせン
ト 、

国肢がと
れる
もん
か 。

①そん
なと
こへ
出ン
ト 、

こっ
ちお
はレ
り」
の
「ン
ト」

が
近世語での

「
①ぬと 、
②ずに 、
①ずと」
に
対応する
点を
指
摘し 、
こ
れ
らが 、
ど

ん
な
経
絡で 、
同一
形
「んと」
に
なっ
てレ
たか
を
論じつ
つ 、
なぜ
「
ず

に」
と
「
ずと」
が
併
呑さ
れたか
を
明らか
に
してい
る 。
「んと」
の
出

現は
宝
暦
期 、
それ
が
大
勢を
制し
たの
は
大
正
後
半
期に
なっ
て
か
らで 、

その
問 、
「ずに」
と
「
ずと」
と
を
結ん
だの
は 、
両
者が
もっ
てい
た
「
希

望ない
し
期待の
要素」
で
あろうと
してい
る 。

成問
満
秘
氏に
「
西
鶴語
法
試
論
『疑
問語+
か
||

打
消』
型に
つ
い

て」(『国
語と
霞
文
学』
幻
/
3 、
昭お・
3)
が
ある 。
こ
れは
「
何か
お

もレ
残する
事
もなし」
の
よ
う
な
疑
問
表
現の
性
格を 、
「
何か
惜しか
る

べ
し」「
何お
もひ
残さじ」
などの
型の
疑
問表
現と
比
較しうつ
論じ
た
も

の
で 、
「
疑
問語+
か
||打

消」
の
場
合 、
疑
問語は
不
定を
表わし 、「か」

は
た
し
か
めと
して 、
こ
の
文
裂に
文語
的
性
格を
与
えるとい
う

論
旨で
あ

る 。江
戸
訴の
方に 、
またがっ
た
ものに
前回
男
氏の
「
終
助
制
『ぜ』

ーーー

江
戸・
上
方の
そ
れにつ
い
て」
有国
語
学ω』
昭お・
3)
が
ある 。
東
京

弁の
終
助
制
「ゼ」
と
京都
弁・
大
阪
弁の
「テ」
と
の
関
係を
論じ
た
もの

で 、
京阪の
「テ」
も上
方
落語で
調べ
ると 、
明
治
期までは
「ゼ」
で
あ

っ
たと
してい
る 。
そして
江
戸の
「ゼ」
は
安
永
期まで
さか
の
ぼ
れるの

に
対して
関丙の
は
寛政
期まで
しか
さか
の
ぼ
れ
ない
事
実を
指
摘して 、

江
戸の
「ゼ」
の
西
進説をとい
てい
る 。

近
代
短
歌の
文
法
的
問
題をと
り
あげ
た
京
極
興一
氏の
「
近
代短
歌に
お

け
る
巳
然形
止めにつ
レ
て
111『赤光』

を
中心と
して」(『国
語と
国
文

文

学』
訂
/
9 、
昭お・
9)
は 、
い
ろい
ろな
意味で
興
味
深かレ
論
文で
ら

る 。
氏は 、
明治末
期か
ら
大正
初
期に
かけての
近
代短
歌に
おい
て 、
集

中
的に
おこ
なわ
れ 、
また
た
ちま
ち
消えさっ
ていっ
た
己
然形止め
が 、

茂
吉に
おい
て
特にい
ちじる
しかっ
た
点を
指箔し 、
「
赤光」
の
己
然形

止め
をめ
ぐっ
て 、
きわめて
多彩な
論を
展
開してい
る 。
万
葉以
来の
和

歌 、
散
文 、
俳
諮の
用
例と
く
らべ
た
り 、
牧水・
白
秋をは
じめ
同
時
代の

歌
人の
己
然形止めと
比
較し
た
り
して 、
「
赤光」
の
己
然形止めの
文法

上一 、
修
辞上の
性
格 、
表
現
価
値をう
きぼ
りに
する一
方 、
茂
吉自身の
作

につ
い
て 、
己
然形止めの
消
長を
調べ 、
歌風の
変遷と
の
関係まで
論じ

た
もの
で
ある 。

用
言
関係 、
ま
ず 、
動
詞をめ
ぐっ
て
は
関一
雄
氏の
「い
わゆる
複合動

詞の
変
遷」(『国
語と
国
文
学』
幻
ノ
2 、
昭お・
2)
が
ある 。
こ
れは 、

上
代か
ら
近
世までの
複
合動
詞の
構
成を 、
「
自
動」
と
「
他動」
の
組
合

せか
ら
検
討し
た
もの
で
ある 。
中古まで
上
位
成
分に
意
味上の
重
点が
お

か
れてい
たの
が 、
中世に
至ると
下位
成
分に
重きがおか
れる
よ
うに
な

り 、
さ
らに
近
世に
おい
て
は
「
接続
助
制テの
進出」
と
あい
まっ
て 、
こ

の
傾向が 、
レっ
そ
う

助
長さ
れるに
主っ
たとい
う
あた
り
を
紹介
するの

が 、
わ
た
くしの
展
望の
責任
範
囲で
あ
ろ
う 。

宮地
宰一
氏に
「
動
詞
『分

く』
か
ら『分る』へ
の
漸移
相」)『東
京
学芸
大研
究報告日』
昭お・
2)

が
ある 。
「四
段分ク」
と
「
下二
段分ク」
と
の
対応を 、
万
葉集
か
ら
天

草本
平
家・
謡曲・
狂
言・
抄物まで
広く
凋ベ 、
中世に
主っ
て
「四
段分

ク」
が
衰
退して
「
他
動
詞(
下二
段)
分クル」
と
「白
動
詞ラ
行四
段分

カル」
と
の
対立が
生じる
までの
過
程を
論証し
た
もの
で
ある 。

形
容
詞では 、
麻
生
朝
道
氏「天草
本・
平家
物語の
形
容
詞につ
い
て」

(『佐
賀
大
学文
学
文
学論
集2』
昭お・
7)
お
よ
び
高羽四
郎氏
「形
容

詞連
用形の
用
法」(『国
語
学ω』
昭お・
3)
が
ある 。
前者は 、
天
草
木
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平
家
物
語
に
み
ら
れ
る
形
容
詞
に
つ
い
て 、
そ
の
活
用
形
の
現
わ
れ
か
た 、
語

幹
の
用
法 、
接
辞
の
様
相
な
ど
を
調
べ
た
も
の 。
お
わ
り
に
こ
の
資
料
に
現
わ

れ
る
形
容
詞
が 、
す
べ
て
挙
げ
て
あ
る 。
後
者
は 、
俳
諮
(
連
句)
を
資
料
と

し
て 、
形
容
詞
連
用
形
の
用
法
を 、
こ
ま
か
く

論
じ
た
も
の
で
あ
る
が 、
文
法

史
的
な
観
点
か
ら
で
は
な
く 、
む
し
ろ
俳
諮
文
法
と
い
っ
た
よ
う
な
符
障
に
属

す
る
も
の
で
あ
ろ
う 。
形
零
詞
の
連
用
形
が 、
俳
譜
表
現
に
お
い
て 、
き
わ
め

て
広
い
用
法
を
も
ち 、
大
き
な
表
現
効
果
を
に
な
っ
て
い
る
さ
ま
が
読
み
と
れ

る 。
ま
た
同
じ
く 、
形
界
詞
を
め
ぐ
っ
て
は 、
新
山
茂
樹
氏
に
「
形
本
詞
の
接

尾
語
『

っ
ぽ
い
・

っ
ぽ
い
』
の
生
成」
(
国
学
院
大
『
国
語
研
究
叩
』

昭
お
・
8)
が
あ
る 。
「
飽
ッ

ポ
イ」
「
降、
ッ

パ
イ」
な
ど 、
接
尾
語
「
ポ
イ」

「
パ
イ」
を
と
な
う

形
容
詞
の
用
例
を
近
世
語
資
料
に
求
め 、

そ
の
結
果
「
宝

麿
以
前
に
関
東
方
言
の
中
で
成
立
し
て
江
戸
語
に
混
入
し
て
き
た
も
の」
と
推

{疋
し
て
い
る 。
し
か
し 、
こ
れ
ら
が
「
は
ゆ
し」
「
お
ほ
し」
か
ら
生
じ
た
と

い
う

説
に
は
否
定
的
な
立
場
を
と
り 、

関
東
方一一一百
特
有
の
擬
態
的
副
詞
に
み
ら

れ
る
「
促
行

P
背
(
サ
y

パ
リ
・
ロ
ク
メ
ッ

ポ
ご
な
ど
と
の
関
係
を
示
唆

し
て
い
る 。

四

最
後
に
解
釈
文
法
の
而
で
は
『
講
座

解
釈
と
文
法』
(
明
治
書
院 、
昭
お

の
第
五
巻・
第
六
巻・
第
七
巻
に
中・
近
世
関
係
の
も
の
が 、
数
多
く
み
ら
れ

る 。

内
容
を
紹
介
す
る
余
裕
が
な
い
の
で 、

題
名
だ
け
を
あ
げ
て
お
く 。

ま

ず 、
第
五
巻
で
は 、

東
節
夫
氏
「
謡
曲
の
解
釈
と
文
法
上
の
問
題
点」 、
春
日

順
治
氏
「
狂
言
の
解
釈
と
文
法
上
の
問
題
点」
の
二
編 。
第
六
巻
で
は
森
修一

氏
が
「
奥
の
細
道」 、
浅
野
信=一
氏
が
「
俳
句
俳
文」 、
神
保
五
弥・
島
田
勇
雄

・
杉
本
つ
と
む
・

堤
精
二
の
各
氏
が
「
西
鶴
の
文
章」 、

吉
田
澄
夫・
山
崎
久

之・
真
下
三
郎
の
各
氏
が
「
近
松
の
文
章」 、
大
久
保
忠
国
氏
が
「
道
行
文」 、

都
島
邦
道
氏
が
「
雨
月
物
語」 、

池
田
勉
氏
が
「
近
世
擬
古
文」
を 、

そ
れ
ぞ

れ 、
と
り
あ
げ
て 、

そ
の
解
釈
と
文
法
上
の
諸
問
題
に
つ
い
て
解
説
し
て
い

る 。
第
七
巻
は 、
現
代
文
関
係
で 、
そ
の
う
ち 、
と
く
に
史
的
な
観
点
の
強
い

も
の
に 、

辻
村
敏
樹
氏
の
「
明
治
の
文
語
文
の
解
釈
と
文
法
上
の
問
題
点」 、

池
上
禎
三
氏
の
「
翻
訳
文
の
文
法」 、
山
本
正
秀
氏
の
「
言
文一
致
文
の
文
法」

が
あ
る 。
な
お 、
第一
巻
「
総
論」
に
も 、
森
岡
健
二
氏
の
「
俳
諮
の
解
釈
と

文
法」 、
土
弁
忠
生
氏
の
「
近
古
文
の
解
釈
と
文
法」 、
山
崎
久
之
氏
の
「
近
世

文
の
解
釈
と
文
法」
な
ど 、
中・
近
世
の
文
法
史
関
係
の
も
の
が
収
め
ら
れ
て

い
る 。
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